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平成 2 5 年 1 1 月 1 3 日 判決 言 渡 同日 原本 領収 裁判 所 書記 官 
平成 2 0 年 第 10777 号 損害 賠償 等 請求 事件 
日 頭 弁 論 終結 日 平成 2 5 年 8 月 2 日 


判 。 決 
東京 都 千 代田 区 神田 多 町 2 丁目 5 番地 
原 告 株 式 会 社 ク リス チャ ント ゥ デイ 
同 代 表 者 代表 取締 役 矢 田 稚 大 
東京 都 江東 区 亀戸 3ー21 一 14 謀 光 レジ デン ス 2 0 1 号 
原 ' 告 矢 田 導 大 
兵庫 県 尼崎 市 南 武 庫 之 料 1 丁目 6 番 1 1 号 
原 告 高 柳 泉 
上 上 記 3 名 訴訟 代理 人 弁護 士 小 林 雄 介 
同 辰 野 問 則 
同 飯 田 耕一 郎 
同 金 | 貴 昭 
同 北 山 午 
横浜 市 南 区 井 士 ヶ 谷 下 町 28 一 3 3 救世 軍 横 浜 小隊 
被 告 山 谷 真 
同 訴 訟 代理 人 弁護 士 紀 懇 正 樹 
同 山 ロ 貴 士 
主 文 


1 被告 は , 原告 株 式 会 社 ク リス チャ ント ゥ デイ に 対し , 5 5 万 円 及び これ 
に 対す る 平成 2 0 年 4 月 2 9 日 か ら 支 払 済 み ま で 年 5 分 の 割 合 に よる 金 員 
を 支払 る 。 

2 被告 は , 原告 高柳 泉 に 対し , 2 5 万 円 及び これ に 対す る 同日 か ら 支 払 済 
み ま で 年 5 分 の 割合 に よる 人 金 員 を 支払 え 。 
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3 被告 は , 原告 矢田 衝 大 に 対し , 1 5 万 円 及び これ に 対す る 同日 か ら 支 払 
済み まで 年 5 分 の 割合 に よる 金 員 を 支払 え 。 

4 被告 は イン ター ネッ ト 上 で 被告 が 管理 する ウェ ブサ イト 「MAJOR 
MAK'S DIARY」 並び に アカ ウン ト 名 「ct-cult,newcollegiate」 及び 「dqa」 に 
記載 され た 文言 の うち , 別紙 主張 整理 表 の 「 番 号 」 欄 6, 8~10, 134, 
TRL EL DIGT SL CL EI CEA GD ST BG 
40, 43, 45, 46, 49, 51, 55~57, 59~62, 66, 
68, 70~75, 78, 80~82 番 の 各 「 該 当 箇 所 」 欄 掲 記 の ブロ グ 
こ お け る 各 「 表 現 内 容 」 欄 に 引用 され た 文言 (た だ し , 21 番 の ⑦ 及 び 3 
2 番 の の , の ⑦ を 除く 。) を 削除 せよ 。 

5 原告 ら の その 余 の 請求 を いずれ も 乗 却 する 。 

6 訴訟 費用 は , これ を 2 分 し , その 1 を 被告 の 負担 し , その 余 を 原告 ら の 


負担 と する 。 
7 この 判決 は , 第 1 項 , 第 2 項 及 び 第 3 項 に 限り , 仮に 執行 する こと が で 
きる 。 
事 実 及 び ぴ び 理 由 
第 1 請求 


1 被告 は , 原告 株 式 会 社 ク リス チャ ント ゥ デイ に 対し , 1 3 0 万 円 及び これ に 
対す る 平成 2 0 年 4 月 2 9 日 か ら 支 払 済 み ま で 年 5 分 * の 割合 に よる 金 員 を 支 
払え 。 

2 彼 告 は , 原告 高柳 泉 に 対し , 5 0 万 円 及び これ に 対す る 同日 か ら 支 払 済 み ま 
で 年 5 分 の 割合 に よる 金 員 を 支払 え 。 

3 彼 告 は , 原告 矢田 稚 大 に 対し , 3 0 万 円 及び これ に 対す る 同日 か ら 支 払 済み 
まで 年 5 分 の 割合 に よる 金 員 を 支払 え 。 

4 被告 は , 原告 ら に 対し , イン ター ネッ ト 上 で 被告 が 管理 する ウェ ブサ イト 
「MAJOR MAK'S DIARY」 並び に と アカウント 名 「ct-cult,newcollegiate」 及び ぴ び 
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「dqa」 に 記載 され た 文言 の うち , 別紙 主張 整理 表 の 各 「 該 当 箇 所 」 欄 掲 記 の 
ブロ グ (以下 , これ ら を 併せ て 「 本 件 ブロ グ 」 と いう 。) に お ける 各 「 表 現 
内 容 」 欄 に 引用 され た 文言 を 削除 せよ 。 
5 被告 は , 原告 ら に 対し , 前 記 4 項 記載 の サイ ト 上 に , 別紙 謝罪 文 記載 の 謝罪 
文 を 掲載 せよ 。 
第 2 事案 の 概要 
1 本 件 は , 原告 ら が , イン ター ネッ ト 上 で 被告 が 管理 する 本 件 ブロ ュ ログ に お ける 
被告 の 書き 込み に よっ て 名 准 を 右 損 され た と 主張 し , 被告 に 対し , ① 不 法 行 
為 に 基づく 損害 賠償 請求 と し て , 原告 株 式 会 社 ク リス チャ ント ゥ デイ (以下 
告 会社 」 と いう 。) に つい て は 1 3 0 万 円 , 原告 高柳 泉 (以下 「 原 告 高 
柳 」 と いう 。) に つい て は 5 0 万 円 , 原告 矢田 衝 大 (以下 「 原 告 矢田 」 とい 
う 。) に つい て は 3 0 万 円 並び に に 対す る 被告 へ の 訴状 送達 の 日 の 翌 
日 で ある 平成 2 0 年 4 月 2 9 日 か ら 文 払 詩 み ま で 民法 所 定 の 年 5 分 の 割合 に 
よる 遅延 損害 金 の 支払 を , ② 不 法 行為 に 基づく 名 准 回 復 請求 と を し て , 本 件 ブ 
ログ 上 の 名 准 違 損 表現 の 削除 及び 当該 ブロ グ 上 に 謝罪 文 を 掲載 する こと を そ 
れ ぞ れ 求 め た 事案 で ある 。 
2 前 提 事 実 (争い の な い 事 実 , 並び に 掲 記 の 証拠 及び 弁論 の 全 趣 旨 に よる 許 
事実 ) 
(1) 当事者 
ア 齋 栖 会社 は は, 定 と じじ て イジ ター ネツ 立 ト の ウェ ョ ブサ イト に おい て ぶ サ 以 
ト 教 に 関す る 情報 を 提供 する こと を 業 と する 株 式 会 社 で ある 。 
告 高柳 は , 原告 会 社 の 設立 時 か ら 平 成 2 3 年 7 月 まで , 原告 会 社 の 代 
表 取 締 役 社長 で あっ た 。 人 原告 矢田 は , 平成 1 7 年 に 原告 会 社 に 入社 し , 平 
成 23 年 7 月 2 9 日 付け で 代表 取締 役 に 就任 し た 。 


調 
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( 甲 24, 27) 
イ 被告 は , キリ スト 教会 「 救 世 軍 」 の メン バー で あり , 牧師 , 通訳 , 禄 訳 , 
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神学 校 教師 等 を 仕事 と し て いる 。 救 世 軍 は , 日 本 と に お ける キリ スト 示 福 音 
派 の 組織 で ある 日 本 福音 同盟 (JEA) に 加入 し て いる キリ スト 教会 で あ 
な 。 
(2 本 件 ブロ グ へ の 投稿 

被告 は , 平成 1 8 年 2 月 1 6 日 , 本 件 ブロ グ 上 に お いて , 原告 会 社 に つい 
て の 書き 込み を 始め , 別紙 主張 整理 表 の 番号 1 か ら 8 4 まで の 「 表 現 内 容 」 
欄 記 載 の 各 表 現 を 投稿 し た (以下 , 同 各 表現 を 併せ て 「 本 件 各 表 現 」 とい 


(3) 原告 会 社 と 被告 と の 交渉 経緯 

原告 矢田 は , 平成 1 8 年 1 0 月 3 日 か ら 4 日 に か け て , 計 3 回 , 被告 に 対 
し て , 電話 で 本 件 ブロ グ の 削除 を 求め た 。 そ の 際 , 原告 矢田 は , 被告 に 対し , 
「 プ ログ を 削除 し な けれ ば 裁判 に 訴え る 」 な ど と 伝え た 。 

原告 高柳 は , 被告 に 対し て , 「 納 得 の いく 回 答 が 得 ら れ な い 場 合 は , … 法 
的 な 処置 を も 検討 し ます 」 と 通告 し た 。 

原告 会 社 は , 被告 に 対し , 電話 で , 本 件 ブロ グ 上 へ の 原告 会 社 に 関す る 書 
き 込 み の 削 除 を 要求 し , さら に , 平成 1 8 年 1 2 月 1 3 日 , 救世 軍 本 営 を 訪 
間 し , 被告 及び 被告 の 上 悟 で ある 太田 晴久 と 面談 し , 本 件 ブロ グ の 削除 を 要 
求 し た 。 

原告 高柳 は , 平成 1 9 年 1 月 2 5 日 , 太田 晴久 及び 被告 と 会 談 し , 本 件 ブ 
ログ 上 で の 原告 会 社 に 対す る 書き 込み の 削除 を 要求 し た (以下 「 高 柳 山谷 会 
談 」 と いう 。) 。 

通知 書 の 発送 

原告 会 社 は , 平成 1 9 年 3 月 2 0 日 , 被告 に 対し , 同日 付け 内 容 証 明 郵 便 
を 送付 し , 誹謗 中 傷 表現 を 削除 する こと , 原告 会 社 に 対す る 謝罪 と 今後 一 切 
名 誉 暖 損 の 言動 を し な いこ と を 成約 する 書面 の 提出 を 求め た ( 甲 2) 。 
被告 は , 削除 に 応じ ず , 上 記 書 面 を 提出 し な か っ た 上 , 上 記 内 容 証明 郵便 
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を 本 件 ブログ 上 で 公開 し た ( 甲 3) 。 
(5) 調停 の 申立 て 
原告 会 社 は , 平成 1 9 年 4 月 9 日 , 東京 簡易 裁判 所 に 対し , 本 件 ブロ グ 上 
の 原告 会 社 を 誹謗 中 傷 す る 記述 の 削除 及び 損害 賠償 を 求め る 調 停 を 申し 立て 
た ( 甲 4) 。 
被告 は , 調停 期日 に 欠席 し , 上 記 調 停 は , 平成 1 9 年 6 月 20 日 , 不調 に 
終わ っ た ( 甲 5) 8 
3 争点 
(1) 本 件 各 表 現 の 名 券 眉 損 の 成否 
(2 損害 及び 謝罪 広告 の 要 否 
(3) 削除 請求 の 可否 
4 人 争 点 に 対す る 当事者 の 主張 
(1) 原告 の 主張 
ア 被告 は , 平成 1 8 年 2 月 16 日 頃 か ら 本 件 ブロ グ 上 に お いて 原告 会 社 に 
関す る 書き 込み を 開始 し , その 後 , 原告 会 社 が 統一 教会 と 関係 の あら る カル 
ト で 反 社 会 的 行為 を する 集団 で ある こと を ほのめかし , また 原告 会 社 の メ 
ディ ア と し て の 適性 を 疑わ せる よう な 記載 を 繰り 返し 行っ た 。 
また , 被告 は , 本 件 ブロ グ 上 に , 原告 高柳 及び 原告 矢田 が , 統一 教会 の 
元 幹 部 で あっ た ダビ デ 張 牧師 の マイ ンド コン トロ ー ル を 受け て お り , 「 パ 
ラノ イド 傾向 と 虚言 性 向 」 が ある 等 と 記載 し た 。 
これ ら の 本 件 ブロ グ へ の 記載 に お ける 本 件 各 表 現 は , 原告 ら の 社会 郊 評 
価 を 低下 させ る こと が 明らか で ある 。 
本 件 各 表 現に つい て の 原告 ら の 具体 的 主張 内 容 は , 別紙 主張 整理 表 の 
「 表 現 内 容 」 欄 及び 「 社 会 的 評価 を 低下 させ る 理由 」 欄 記載 の と お り で あ 
る (な お , 別紙 主張 整理 表 に お いて は , 原告 会 社 の こと を 「CT」 な いし 
『 の 光 決 < ト タテ アイ 1 に の いう こま が お ある 0 
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イ 原告 に 生じ た 損害 及び 謝罪 広告 の 必要 性 

の ) 被告 が だ, 本 件 各 表 現 を 不 特定 多数 の 者 が 閲覧 で きる 本 件 ブロ グ 上 に 掲 
載 し た 結果 , 原告 会 社 の 社会 的 信用 は 著しく 低下 し た 。 原 告 会 社 は , キ 
リス ト 教 関連 の 情報 提供 を 主要 な 業務 と し て お り , その 主 な 情報 受領 者 
は キリ スト 教 の 関係 者 で ある と ころ , キリ スト 教 界 に お いて 統一 赦 会 は 
異端 で あり , 問題 の ある 団体 で ある と いう 共通 認識 が あり , 本 件 各 表 現 
に よっ て , 原告 会 社 の 社会 的 名 准 が 損 され た こと は 明らか で ある 。 原 
告 会 社 が 被っ た 無形 的 損害 は 計り 知れ ず , その 損害 額 は , 少な く と も 1 
0 0 万 円 を 下らない 。 ま た , 原告 会 社 は , 本 件 訴訟 を 提起 する に あ た 
り , 弁護 士 費用 と し て 3 0 万 円 の 支出 を 余儀 な くさ れ た こと か ら , これ 
も 被 告 に よる 名 准 眉 損 と 相当 因果 関係 の ある 損害 で ある 。 

また , 原告 高柳 は , 極め て 悪質 な 本 件 各 表 現に より , 精神 的 損害 を 被 
り , その 損害 額 は , 少な く と も 5 0 万 円 を 下らない 。 
同様 に , 原告 矢田 は , 本 件 各 表 現に より , 精神 的 損害 を 被り , その 損 

害 額 は , 少な く と も 3 0 万 円 を 下らない 。 

(7) 本 件 各 表 現に よっ て 原告 ら が 被っ た 社会 的 評価 の 低下 を 回 復 す る に 
は , 被告 に 別紙 謝罪 文 記載 の 文言 及び 方 法 で 謝罪 広告 を 行わ せる こと が 
必要 で ある 。 

ウ 削除 請求 
本 件 各 表 現 は , 極め て 悪質 な 名 冷 損 表 現 で あり , 削除 され る まで 表現 

が イン ター ネッ ト 上 に 残存 する と いう ブロ グ の 特質 か ら , 本 件 各 表 現 が 削 

除 さ れ な い 限 り , 原告 ら に 損害 が 生じ 続け る こと は 明らか で ある 。 

し た が っ て , 原告 ら の 被っ た 損害 を 補てん する た め に は 本 件 各 表 現 を 本 

件 ブロ グ か ら 削 除 す る こと が 必要 で ある 。 

(2 被告 の 主張 
ア 本 件 各 表 現に は , 原告 ら の 社会 的 評価 を 低下 させ な いも の が ある 。 ま た , 
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仮に 本 件 各 表 現 が 原告 ら の 社会 的 評価 を 低下 させ る と し て も , その 表現 内 
容 は 全て 真実 性 , ある い は 相当 性 が 認め られ る 。 ま た , 論評 と いえ る 表現 
内 容 に つい て は , 論評 と し て の 相当 性 の 範囲 内 で あり , 被告 は 名 准 帳 損 の 
責任 を 負わ な い 。 
原告 の 主張 に 対す る 被告 の 反論 は , 別紙 主張 整理 表 の 「 被 告 の 反論 グ 抗 
弁 」 欄 記載 の と お り で ある 。 
イ 損害 の 有無 及び 謝罪 広告 の 必要 性 
稚 ' う 。 
ワウ 削除 請 
争う 。 
第 3 当 裁 判 所 の 判断 
1 認定 事実 
前 記 前 提 事 実に 加え , 掲 記 の 証拠 及び 弁論 の 全 趣 旨 か ら する と , 次 の 事実 
8& め られ る 。 
(1) 「 張 在 事 が 来 臨 (再臨 ) の キリ スト で ある 」 と の 教義 は , キリ スト 教 に お 
いて は 異端 的 な 教 芋 で ある (弁論 の 全 趣 旨 ) 。 
(2) 張 在 事 の 疑惑 調査 
ア 韓国 基 暫 教 総連 合 会 (以下 「CCK」 と いう 。) は , 同 会 の 会 員 で ある 
大 韓 イ エス 教 長老 会 合同 福音 総会 長 の 張 在 事 (同人 は , 「 ダ ビデ 張 」, 
 「 張 在 洞 」 な ど と 称 さ れる 人 物 で ある 。 以下, 同人 物 に つい て は 「 張 在 
抽 」 と いう 。) に つい て , 統一 教会 に 関係 し て いる 疑惑 が ある と し て , 暴 
端 対策 委員 会 を 設置 し , 調査 し た 。 
上 記 調 査 が 開始 され た こと は , 韓国 の オン ライ ン 新 聞 で ある 「Ne ws 
N Joy」 に 掲載 され むれ, キリ スト 教 界 に 知れ 渡 た る こと と な っ た 。 
日本 に お ける キリ スト 教 福 音 派 の 組織 で ある 日 本 福音 同盟 (JE A) 
は , 平成 1 6 年 6 月 17 日 , その 加盟 団体 に 対し , 原告 会 社 に つい て の 調 
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査 結 果 と し て , 韓国 新聞 社 「 韓 国 基 督 公 報 」 に よる 次 の 報告 が あっ た 宮 を 

通知 し , 原告 会 社 に よる 取材 を 一 切 受 け な い こと を 決定 し た 。 
「 韓 国 ク リス チャ ン 新 聞 の 常任 理事 , 張 在 洞 牧 師 は , 統一 教会 の 核心 
メン バー で ある こと が 判明 。 こ の こと に つい て の 記事 が 韓国 の オン ラ 
イン 新聞 で ある News N Joy (http://www.newsnjoy.co.k 
r) に 出 て いる 。 基督 公報 の 取材 に よれ ば , 海外 ネッ トワ ー ク と し て 
日本 と 中 国 に 力 を 入れ て いる らし い 。 張 在 洞 牧師 は 現在 , 合同 福音 教 
団 の 総会 長 で す が , 韓国 基督 教 総連 合 会 か ら 異 端 と し て 調査 中 で あ 
る 。 (クリ スチ ャ ン 新 聞 提供 ) 」 

これ を 受け て , 救世 軍 は , 同月 18 日 , 被告 を 含め た 救世 軍 関 係 者 に 対 
RN ut 
し , 上 記 日 本 福音 に よる 調査 結果 を 配布 し た 。 

(Z1, 8 4) 

イ 張 在 事 は , CCK の 異端 対策 委員 会 に 対し , 統一 教会 関連 団体 で 働い て 

いた こと が あり , これ を 深く 悔い 改め て 敏 悔 する 旨 記 載 し た 「 悔 い 改 め の 

自筆 覚書 」 を 提出 し , 上 記 異 端 対策 委員 会 は , 8 月 12 日 に 全体 会 議 を 開 
き , 上 記 人 覚書 の 内 容 を 公開 し た 。 

CCK の 異端 対策 委員 会 は , 平成 1 7 年 9 月 6 日 , 調査 の 結果 , 「 張 在 
郭 が 1997 年 以降 統一 教会 と 関係 を も っ た 形跡 は な い 」 綱 の 声明 を 発表 
し , これ は 日 本 福音 協会 の ホー ムペ ー ジ に も 掲載 され た 。 

( 甲 6, 7, 選 8 4) 

(3) CCK の 暴 端 対策 委員 会 は , 平成 2 1 年 及び 平成 2 2 年 に , 張 在 事 が 目 
ら を 再臨 主 (世界 の 終末 の 日 に キ リス ト と し て 再び この 世に 現れ る 者 の こ 

と 。) と する 疑惑 に つい て , 調査 及び 再 調査 を 行っ た と ころ , 「 織 疑 な 

し 」 の 結果 と な っ た 。CCK は , 平成 2 3 年, 張 在 事 の 統一 教会 疑惑 及び 

再臨 主 疑 惑 に つい て , 無料 疑 で あり , 問題 は 終結 し た こと を 公表 し た ( 甲 
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8, 17) 。 
正統 派 キ リス ト 教 徒 の 最大 組織 で ある 世界 福音 同盟 (WE A) は , 同年 , 
その 加盟 団体 で ある 日 本 福音 同盟 に 対し て , 張 在 事 の 疑惑 は 解消 され た 四 を 
通知 し た ( 甲 16, 24) 。 
な お , CCK か ら 分 裂 し た 韓国 教会 連合 (CCIK) は , 張 在 事 の 疑惑 の 
追及 を 継続 し て いる ( 選 1 4 6, 161) 。 
(4) 張 在 事 の 経歴 
ア 張 在 事 は , 昭和 24 年 10 月 30 日 , 大 韓 民国 で 出生 し , 昭和 4 7 年 か 
ら 昭 和 5 2 年 1 月 まで , 統一 教会 の 学生 組織 で ある 原理 研究 会 の 新村 学 符 
の 責任 者 と し て 活動 し , 昭和 5 0 年 2 月 8 日 に は 統一 教会 の 合同 結婚 式 に 
参加 し て いた 。 
張 在 事 は , 昭和 5 7 年 3 月 , 統一 教会 の 学生 組織 で ある 国際 基督 教学 生 
連合 会 の 事務 局長 に 就任 し た 。 
統一 教会 は , 昭和 6 0 年頃, 成 和 神学 校 を 設立 し , 同 校 を 母体 と し て 人 鮮 
文大 学 を 設立 する こと を 計画 し , 同 大 学 の 設立 準備 委員 会 を 組成 し た と こ 
ろ , 張 在 事 は 同 委 員 会 に 参加 し た 。 
張 在 事 は , 昭和 6 1 年 9 月 , 成 和 神学 校 企画 室 学生 担当 に 就任 し , 翌年 
3 月 , 成 和 神学 校 企画 室長 に 就任 し た 。 昭和 6 3 年 9 月 1 日 , 統一 教会 の 
神学 校 で ある 統一 神学 校 と 成 和 神学 校 が 合併 し , 平成 元 年 , 張 在 事 は 成 和 
神学 校 学生 部 長 兼 教務 課長 に 就任 し , 同 校 で 神学 の 教授 を 担当 する よう に 
な っ た 。 
平成 3 年 3 月 4 日 , 成 和 神学 校 が 成 和 大 学 に 改編 され た と ころ , 張 在 調 
は , 神学 教授 と し て 同 大 学 に 勤務 し , 平成 5 年 12 月 29 日 , 同 大 学 が 人 魚 
文大 学 に 改称 し た 後 も , 平成 1 0 年 1 月 まで 同 大 学 に 勤務 し て いた 。 
(る 10, 97, 原告 高柳 p34, 38~40) 
イ 張 在 事 は , 大 韓 イ エス 教 長老 会 国際 合同 総会 の 総務 , 大 韓 イ エス 教 長 老 


na a eo oa 


会 合同 福音 の 総会 長 , 豪州 サザ ンク ロス 神学 校 教 授 な ど を 経て , イエ ス 青 
年 会 アポ スト ロス ・ キ キャンパス ・ ミ ニス トリ ー (ACM。 以下 「AC 
M」 と いう 。) を 設立 し , 世界 福音 同盟 (WE A) の 北米 支部 理事 を 務め 
て いる ( 甲 24, 乙 79, 87, 106) 。 

ウ 張 在 事 は , アメ リカ の カル フォ ルニア 州 サ ン フ ラン シス コ 市 の オリ ヴェ 
ッ ト 大 学 を 創立 し , その 学長 に 就任 し て いた ( 選 8 6) 。 

(5) 各種 団体 及び 人 物 の 関係 

ア 大韓 イエ ス 教 長老 会 合同 福音 は , 張 在 事 が 韓国 に だ お いて 設立 し た 教団 で 
あり , 張 在 吾 が 指導 者 と し て 総会 長 を 務め て いる ( 乙 6 3, 87, 10 
6 , 原告 高柳 p55) 。 

イ EAPC は , 平成 4 年 , 若者 へ の 宣教 運動 を 目的 と し て , ACM の 後援 
に よっ て 創立 され た 団体 で あり , アメ リカ 等 に 多数 の 教会 を 設立 し て いる 
(8 9) 。 

ウ 東京 ソフ ィ ア 教会 は , 平成 1 0 年 1 月 頃 , 大 韓 イ エス 教 長老 会 合同 福音 
の 宣教 師 で あぁ る 安 マ ル ダ こ と 安 家 一 (以下 「 安 マル ダ 」 と いう 。) が 設立 
し , 平成 1 7 年 1 月 頃 ま で 存続 し た 教会 で ある (原告 高柳 p 2 1 , 原告 矢 
時 22 SA 0, B80) 
東京 ソフ ィ ア 教会 は , 後に , 日 本 キリ スト 教 長老 教会 に 所 属す る こと を 
明示 する よう に な っ た ( 乙 5 5~60) 。 

日 本 キリ スト 教 長 老 教会 は , 大 韓 イ エス 教 長 老 会 合同 福音 に より 派遣 さ 
れ た 宣 教師 が 組成 し た 複数 の 教会 の 集まり (教団 ) で あり , 平成 1 5 年 7 
月 頃 に 日 本 キリ スト 教 長 老 教 会 と 称す る よう に な っ た ( 乙 2 0~60, 原 
告 矢 田 5p45, 46) 。 

安 マ ル ダ は , 平成 1 5 年 4 月 又は 5 月 頃 , 原告 高柳 を , 大 韓 イ エス 教 長 
老 会 合同 福音 の 日 本 に お ける 代表 者 と し て 日 本 代表 使役 者 の 地位 に 任命 し 
た (原告 高柳 p20~22) 。 
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エ 日 本 キリ スト 教 長 老 教 会 の ホー ムペ ー ジ に は , 「 青 年 宮 教 」 として, A 
CM の ホー ムペ ー ジ へ の リン ク が 尊 付 さ れ て いる と ころ , 同 ホ ー ム ペー ジ 
画面 の 下 に は , 「Copyright」 と し て , EAPC の 名 称 が 記載 
され て いる ( 乙 91, 109, 110) 。 

オ 東京 ソフ ィ ア 教会 の 所 在 地 は , 平成 1 5 年 3 月 末 ま で は ① 東 京都 文京 区 
本 郷 2 丁 目 26 番 8 号 ワ ソワカ ナビ ル 3 階 で あり , 同年 4 月 以降 は , ② 東 京都 
新宿 区 山吹 町 3 5 2 番 2 2 グロ ー サ ・ ユ ウツ 新宿 ピル 3 階 で あっ た 。 上 記 
は , 原告 会 社 の 設立 当時 の 原告 高柳 の 住所 , 株 式 会 社 ベ レコ ュ ム (以下 「 ベ 
レコ ム 」 と いう 。) の 所 在 地 と 同一 で あり ( 乙 19, 22~40, 6 
4) , 上 記 ② は , 原告 会 社 設 立 当 時 の 本 店 所 在 地 と 同一 で あり , 原告 高柳 
が 同 ビ ル の 3 , 4 階 の 賃貸 借 契約 を 締結 し た (Z19, 41~60, 原告 
高柳 p 1, 2) 。 

原告 会 社 は , 設立 時 (平成 1 5 年 5 月 15 日 ) , 上 記 ② の ビル の 4 階 を 

本 店 所 在 地 と し て いた (原告 高柳 p 1) が , 同年 1 2 月 頃 , 東京 都 渋谷 区 
神泉 町 18 一 8 SHOTO ビ ル 20 4 号 に 移転 し , その 後 は , 東京 ソフ ィ 
アァ 教会 が 上 記 ② の ビル の 3 , 4 階 を 使用 し て いた ( 選 2 1, 原告 高柳 p 
5 

平成 1 9 年 (2007 年 ) 4 月 10 日 , 韓国 クリ スチ ャ ント ッ デ イ の 住 
所 は , 原告 会 社 の 住所 (東京 都 千 代田 区 西 神 田 2 丁 目 7 一 6 川合 ビル 3 階 
33 与 ) と 同一 で あっ た ( 乙 9 9~101) 。 ] 
高柳 山谷 会 談 の 直前 , 原告 高柳 の 名 刺 に は , 原告 会 社 の 住所 地 と し て 韓 
国 ク リス チャ ント ゥ ッ デ イ の 日 本 に お ける 連絡 先 が 記 載 さ れ て いた (10 
1, 原告 高柳 p 4) 。 
カカ 東京 ソフ ィ ア 教会 の 電話 番号 (038 一 6801 一 9618) の 登録 者 


は , 安 マ 々 ル ダ で あり , その 後 の 東京 ソフ ィ ア 教会 の 電話 番号 (0 3 一 52 
06 一 6743) の 登録 者 は , 原告 高柳 で ある 。 
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また , ACM, 東京 ソフ ィ ア 教会 , 原告 高柳 の 電話 番号 と し て 使用 され _ 
て いた 電話 番号 (03 一 5261-8379) の 登録 者 は 原告 高柳 で あ 


キ 原 告 会 社 ば , 設立 時 に , 韓国 クリ スチ ャ ント ゥ デイ 及び クリ スチ ャ ン ポ 
スト か ら 和 資金 援助 を 受け た 。 ま た , 活動 資金 が ひっ 迫 し た 際 に , 韓国 クリ 
スチ ャ ント ゥ デイ 及び ベレ コム か ら 資 金 援助 を 受け た 。 

(原告 高柳 p 4, 30, 3 1) 

ク 張 在 事 は , 平成 1 2 年 , オリ ヴェ ッ ト 神 学校 (Olivet Theological Col 
lege Seminary。 以下 「OTCS」 と いう 。) を 設立 し , 同 校 は , 平成 
16 年 2 月 オリ ヴェ ッ ト 大 学 (Olivet University。 以下 「O.U」 とい 
う 。) に 改編 され た 。 張 在 事 は , 平成 1 8 年 7 月 頃 ま で , 同 大 学 の 理事 長 
で あり , それ 以降 は 総長 の 地位 に ある ( 選 86) 。 

OU は , その ホー ムペ ー ジ に お いて , 宗派 が EAPC で ある 旨 記載 し て 
いる ( 選 92) 。 

ケ 原告 高柳 は , UCL A 在学 中 に ACM の 伝道 を 受け , OU の 前 身 で ある 
OTCS に 入学 し , 平成 1 5 年 3 月 2 3 日 に 卒業 し て 日 本 に 帰国 し , 同年 
4 月 頃 , 大 韓 イ エス 圭 長 老 会 合同 福音 の 宣教 師 で あぁ る 安 マ ル ダ か ら 日 本 代 
表 使 役者 に 任命 され , 東京 ソフ ィ ア 教会 の 伝道 師 と し て 活動 し て いた (る 
35~43, 86, 63・p3, 7, 原告 高柳 p24)。 

告 高 柳 は , 同年 5 月 17 日 , 大 韓 イ エス 教 長老 会 合同 福音 に お いて , 

張 在 事 か ら 牧 師 の 接 手 を 受け , 同年 秋 頃 まで 東京 ソフ ィ ア 教会 の 牧師 と し 
て の 活動 に 従事 し て いた ( 乙 4 3 ~4 6 , 原告 高柳 p20~24) 。 

原告 高柳 は , 同月 +5 日 , 原告 会 社 を 設立 し , 代表 取締 役 に 就 任 し た 。 
原告 矢田 は , 株 式 会 社 ベ レコ ム の 取締 役 で あり , 東京 ツ ソフィア 教会 の 第 
5 回 枯 美 礼拝 に お ける 状 美 リー ダー で あっ た 者 で , A CM 千葉 セン ター 代 
表 者 イエ スズ 青年 会 の 会 長 で も あっ た 。 
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原告 会 社 の 設立 当初 の 住所 地 は , 東京 都 新宿 区 山吹 町 352 番 22 グ ロ 
ー サ ・ ユ ウ 新 宿 で あり , A CM の 本 部 も 同 所 に 所 在 し た 。 

原告 会 社 の 記者 で ある 井手 北斗 (以下 「 井 手 」 と いう 。) は , 東京 ソフ 
ィ ア 教会 の 信者 で あっ た 。 i 

(6) クリ スチ ャ ント ッ ゥ デイ は , キリ スト 教 メ ディ ア の 世界 的 ネッ トワ ー ク と し 
て , アメ リカ , イギリス , 日 本 , 韓国 等 の 世界 各国 の 主要 土地 に 記者 を 有 
し , 新聞 を 発行 し て いる 。 人 原告 会 社 は , 上 記 ネ ットワーク の 一 部 と し て , 日 
本 に お いて 「 ク リス チャ ント ゥ デイ 」 と いう 新聞 を 発行 する 組織 で ある 。 

(ZZ107, 原告 高柳 p44, 45) 

(7) 聖書 講義 ノー ト 
ア 北村 宗 範 は , 東京 ソフ ィ ア 教会 の 信 待 で あっ た 平成 1 4 年 頃 , 教会 で の 

講義 内 容 を 記載 し た ノー ト を 作成 し た 。 

上 記 ノ ー ト に は , 「 イ エス キリ スト で は な く , 来 臨 の キリ スト 」 ( 選 1 
14 の 6) な ど と 記載 され て お り , この 記載 は , 「 イ エス キリ スト 」 が 再 
臨 す る こと を 教義 と する キリ スト 教 と は 異な り , 暴 端的 な 教義 に 基づく 記 
載 で ある 。 被 告 は , 北村 宗 範 の 両親 が 北村 宗 範 の アパ ー ト で 発見 し た ノー 
ト の 一 部 と し て , 上 記 ノ ー ト を 受領 し た (以下 「 本 件 ノー ト 」 と い 

i 
(る 113~115 の 2, 160, る Z る 144, 153, 原告 高柳 , 被告 ) 

イ 北村 宗 範 は , 原告 会 社 の 記者 で あり , 編集 長 で あっ た 。 

ウ この 点 , 原告 ら は , 本 件 ノー ト が 北村 宗 範 に よっ て 作成 され た か 不明 で 
あり , 形式 的 証拠 力 が な い 引 主張 する が , 原告 会 社 が 発行 し た イン ター ネ 
ッ ト 新 聞 「 ク リス チャ ント ゥ デイ 」 におい て, 北村 宗 範 が 本 件 ノー ト を 作 
成 し た と 名 乗り 出 た 旨 の 記載 が ある こと ( 乙 153, 160) に 加え , 原 
告 会 社 の 記者 で ある 井手 が 作成 し た 匿名 の ブロ グ 「Sola Grati 
a」 (以下 「 匿 名 ブロ グ 」 と いう 。) に お いて , 被告 が 問題 と し て いる ノ 


a 2 oe oo no 


ー ト は 所 有 者 が 北村 宗 範 で ある こと を 前 提 と し た 記載 が ある こと ( 選 1 4 
4) , 原告 高柳 は , 北村 宗 範 と 連絡 が 取れ る に も か か わら ず , 全く 本 件 ノ 
ー ト の 作成 経緯 や その 内 容 に つい て 北村 宗 範 に 確認 し て いな いな ど と 供述 
し て いる こと に も 央 ら せ ば , 本 件 ノー ト そ れ 自 体 は , 北村 宗 範 の 所 有 物 で 
あり , 同人 が 作成 し た も の で ある と 認め る こと ど と が で きる 。 

2 本 件 各 表 現 の 名 状 避 損 の 成否 
(1) 本 件 各 表 現に つき 名 准 渦 損 と し て 不法 行為 が 成立 する た め に は , 原告 ら 
の 一 般 社会 に お ける 社会 的 評価 を 低下 させ る も の と いえ な けれ ば な ら な い 。 
すなわち , 名 誉 と は , 人 の 品 性 , 徳行 , 名 声 , 信用 等 の 人 格 的 価値 に つい 
て 社会 か ら 受 ける 客観 的 な 評価 で ある と 解 さ れ , 名 准 肖 損 と は , この 客観 
的 な 社会 的 評価 を 低下 させ る 行為 で ある と 解 さ れる (最高 裁 昭和 6 1 年 6 
月 1 1 日 大 法廷 判決 ・ 民 集 40 巻 4 号 8 7 2 頁 ) と ころ , イン ター ネッ ト 
上 の ウェ ブサ イト に 掲載 され た 表現 の 内 容 が 人 の 社会 的 評価 を 低下 させ る 
か 否 か は , 一 般 の 読者 の 普通 の 注意 と 読み 方 を 基準 に 判断 すべ きも の で あ 
る (最高 裁 昭 和 3 1 年 7 月 20 日 第 二 小 法廷 判決 ・ 民 集 10 巻 8 号 105 
9 頁 , 最高 裁 平成 24 年 3 月 2 3 日 第 二 小 法 廷 判 決 ・ 裁 判 集 民 事 2 4 0 号 
149 頁 参照 ) 。 

(2) また , 事実 を 摘 示 し て 他人 の 名 准 を 乗 損する 場合 で あっ て も , その 行為 
が 公共 の 利害 に 関す る 事実 に 係り , か つ , その 目的 が 専ら 公益 を 図る こと 
に あっ た 場合 に お いて , 摘 示 され た 事実 が その 重要 な 部 分 に つい て 夏実 で 
ある こと の 証明 が あっ た と き は , その 行為 に は 違法 性 が な く , 仮に 上 記 征 
明 が な く て も , 行為 者 に お いて 上 記事 実 の 重要 な 部 分 が 真実 で ある と 信じ 
た こと に つい て 相当 の 理由 が あれ ば , その 故意 又は 過失 が 否定 され , 不法 
行為 が 成立 し な いと 解 さ れる (最高 裁 昭 和 4 1 年 6 月 2 3 日 第 一 小 法廷 判 
決 ・ 民 集 20 巻 5 号 1118 買 , 最高 裁 昭和 5 8 年 10 月 20 日 第 一 小 法 
廷 判 決 ・ 裁 判 集 民事 1 4 0 号 17 7 頁 参 照 ) 。 
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そし て , ある 事実 を 基礎 と し て の 意見 な いし 論評 の 表明 に よる 名 人 準 避 損 
に お いて は , その 行為 が 公共 の 利害 に 関す る 事実 に 係り , か つ , その 目的 
が 専ら 公益 を 図る こと に あっ た 場合 に 。 その 意見 な いし 論評 の 前 所 と し て 
いる 事実 が 重要 な 部 分 に つい て 真実 で ある こと の 証明 が あっ た と き に 
人 身 攻撃 に 及ぶ な ど 意 見 な いし 論評 と し て の 域 を 逸脱 し た も の で な い 限 り , 
その 行為 は 違法 性 を 欠く と 解 さ れる (最高 裁 昭和 6 2 年 4 月 2 4 日 第 二 小 
法廷 判決 ・ 民 集 4 1 巻 3 号 4 9 0 頁 , 最高 裁 平成 元 年 1 2 月 2 1 日 第 一 小 
法廷 判決 ・ 民 集 4 3 巻 12 号 2252 頁 参照 ) 。 

な お , 名 准 眉 損 が 問題 と な っ て いる 表現 に お ける 事実 の 摘 示 と 意見 な い 
し 論評 の 表明 と の 区 別に つい て は , 同 表 現 が , 意見 な いし 論評 の 表明 に あ 
た る か の よう な 語 を 用 いて いる 場合 に も , 一 般 の 読者 の 普通 の 注意 と 読み 
方 と を 基準 に , 前 後 の 文脈 や 同 表 現 の 公表 当時 に 読者 が 有 し て いた 知識 な 
いし 経験 等 を 考慮 する と , 証拠 等 を も っ て その 存 特 を 決する こと が 可能 な 
他人 に 関す る 特定 の 事項 を 主張 する も の と 解 さ れる と き は , その 表現 は 
その 事項 に つい て の 事実 の 摘 示 を 含む も の と いう べき で ある (最高 裁 平成 
9 年 9 月 9 日 第 三 小 法 廷 判 決 ・ 民 集 5 1 巻 8 号 3 8 0 4 頁 参 照 ) 。 
(3) この 点 , 本 件 各 表 現 は , 原告 の 主張 を 踏ま そえ て 類型 化す る と , 次 の と お 

り に 分 類する こと が で きる ( 各 本 文 は 原告 の 主張 の 要旨 で あり , 括弧 内 の 
数 字 は , 別紙 主張 整理 表 の 「 番 号 」 欄 の 数 字 で あり , その 番号 に 対応 する 
「 表 現 内 容 」 欄 記載 の 表現 を 指し 示す も の で ある 。 な お , 表現 に よっ て は 
複数 の 類型 に また が る も の も ある た め , 重複 する 数 字 が ある 。) 。 

(原告 会 社 に 対す る 表現 ) 

① 原告 会 社 が , 張 在 事 が 「 来 臨 (再臨 ) の キリ スト 」 で ある と いう 

。「 異 端的 教義 」 を 信奉 し , か か る 中 端 的 教義 を 説い て いる と の 表現 

(22, 29, 31, 37, 43, 49, 51。 以 下 , これ ら を 併せ 
て 「 秦 現 ①」 と いう 。) 


② 原告 会 社 は , 統一 協会 の 核心 メン バー な いし 幹部 で ある 張 在 調 の 設 
立 し た 企業 で ある , 又は 統一 教会 の 派生 カル ト 団 体 な いし ダミ ー 団 体 
の 疑い が ある と の 表現 (7, 23, 29, 34, 35, 40, 43, 
54, 61, 62, 64, 66, 68, 80。 以 下 , これ ら を 併せ て 

ー「 表 現 @」 と いう 。) 

③⑨ 原告 会 社 が , 原告 高柳 や 従業 員 に 対し マイ イン ドコ ント ロー ル を 行 
い , 無償 労働 や 消費 者 金融 か ら の 借金 を 強い , アポ な し 訪問 や 電話 攻 
勢 な ど を か ける よう な カル ト 団 体 で ある と の 表現 (8~11, 17~ 
04. TA DO SCTE, IDO QD, 39 26, IF8; 
0 2 ES SS 600 062 以下,。 ミ 
れ ら を 併せ て 「 表 現 ③⑧」 と いう 。) 

@ 原告 会 社 が , 損害 周 償 請求 裁判 を 提訴 する と の 威 中 , 告訴 の 威 蹴 を 
行っ た と の 表現 (28, 30, 42, 44, 53, 67。 以 下 , これ 
ら を 併せ て 「 表 現 ④」 と いう 。) 

⑤ 原告 会 社 が , 不審 者 ・ 不 審 車 両 の 配置 , サー バー アタ ッ ク , イン タ 
ーネット 上 の 誹謗 中 傷 と いっ た 被告 に 対す る 攻撃 を 行っ て いる と の 表 
現 (1~6, 12~16, 21, 25, 28, 32 (②, ⑦ を 険 

< く 。), 39, 45, 57, 58, 63。 以 下 これ ら を 併せ で て 「 表 
現 ⑧」 と いう 。) 

(原告 高柳 に 対す る 表現 ) 

⑧ 原告 高柳 が , 「 ブ ログ の 記事 を 削除 し な さい 。 さ も な けれ ば , 大 変 
な こと に な る 」 と 述べ た 直後 に , 不審 車両 , 不審 者 , サー バー 攻撃 な 
どの 事態 が 生じ た と の 表現 (6 9, 7 2。 以下 , これ ら を 併せ て 「 表 
現 ⑥」 と いう 。) 

@⑰ 原告 高柳 が , パラ ノイ ド , 虚言 性 向 , 尋常 で な い 様 子 が 見 られ た と 
の 表現 (70, 71, 783~75。 以 下 , これ ら を 併 す て 「 表 現 ⑦」 
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0 計 - 凍 放っ 二 和 


と VN 3) 

⑧ 原告 高柳 が , 自己 を 「 来 皿 の キリ スト 」 と する 張 在 事 と 関わ り が あ 
る こと を 示唆 する 表現 (76, 78, 80。 以 下 , これ ら を 俳 せ て 
「 表 現 ⑧」 と いう 。) 

⑨ 原告 高柳 が 経歴 を 論 称し た と の 表現 (65, 77。 以 下 「 表 現 ⑨」 
と いう 。) 

⑩ 原告 高柳 が 匿名 ブロ グ で 被告 の 誹謗 中 傷 を 行っ て いる と の 表現 (7 
9。 以 下 「 表 現 ⑩」 と いう 。) 

(原告 矢田 に 対す る 表現 ) 

⑪ 原告 矢田 が マイ ンド コン トロ ー ル を 受け て いる と の 表現 (8 1 。 以 
下 「 表 現 ⑪」 と いう 。) 

⑫ 原告 矢田 が パラ ノイ ド 傾 向 , 虚言 性 向 が 見 られ る と の 表現 (8 2。 
以下 「 表 現 ⑫⑬」 と いう 。) 

⑬ 原告 矢田 が 被告 を 告訴 する と 威 路 し た と の 表現 (8 3 。 以 下 「 表 現 

まい うる 

⑭⑲ 「 摂 理 脱 会 手記 」 が 原告 矢田 の 自己 の 体験 で は な いか と の 表現 (3 
6, 84。 以 下 「 表 現 ⑭⑲」 と いう 。) 

(4) 各 表 現に つい て の 不法 行為 の 成否 
ア 表現 ① 及 び ⑧ (異端 的 教義 に 関す る 表現 。 22, 29, 31, 37, 4 
3, 49, 51, 76, 78, 80) に つい て 
の ) 社会 的 評価 の 低下 

表現 ① 及 び ⑧ は , 原告 会 社 及 び 原 告 高 柳 が , 張 在 事 が 「 来 臨 (再臨 ) 

の キリ スト 」 で ある と いう 「 異 端的 教義 」 を 信奉 し , か か る 異端 的 教 議 

が 原告 の 社内 で 教え 込ま れ て いる と の 事実 (表現 の : 22, 29, 31, 

37, 43, 49, 51。 表 現 ⑧ : 78, 80) , 原告 高柳 が 張 在 か 

ら 牧 師 接 手 を 受け た と の 事実 (表現 ⑧ : 7 6 ) を 摘 示 する 表現 で ある 。 
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証拠 ( 四 13) に よれ ば , 「 異 端 」 と は , 「 正 統 か ら は ずれ て いる こ 
と 。 ま た , その 時 代 に お いて 正統 と は 認め られ て いな い 思 想 ・ 信 仰 ・ 学 
説 」 を 意味 する と ころ , キリ スト 教 に 関す る 本 件 ブロ グ の 全体 の 構成 や 
内 容 か ら す る と , 「 異 端的 教義 」 と は キリ スト 教 か ら 外 れ た 教義 を 意味 
し て いる と 解 さ れる 。 そ し て , 一 般 人 が 表現 ① を 閲覧 すれ ば , 原告 会 社 
が キリ スト 教 の 教義 か ら 外 れ た 信仰 を し て いる と の 印象 を 抱か せ , キリ 
スト 教 に 関す る 情報 の 提供 を 業 と する 報道 活動 を 行う 原告 会 社 に と っ 
て , 原告 会 社 が 提供 する 情報 の 正確 性 や 客観 性 に 疑義 を 抱か せる お それ 
が ある こと か ら , 原告 会 社 の 社会 的 評価 を 低下 させ る も の と 認め られ 
る 。 

また , 表現 ⑧⑬ は , 表現 行為 時 に 原告 会 社 の 代表 取締 役 で あっ た 原告 高 
柳 が , 異端 的 教義 を 説い て いる 張 在 事 と 関わ り が ある こと を 示唆 し , 原 
告 高 柳 が 異端 的 教義 を 信奉 し て いる と の 印象 を 与え そる と と も に , その よ 
うな 人 物 を 代表 取締 役 と する 原告 会 社 に つい て も 同様 の 教義 を 信奉 し て 
いる と の 印象 を 与え る 表現 で ある と いえ , 原告 会 社 及 び 原 告 高柳 の 社会 
的 評価 を 低下 させ る も の で ある 。 

ヴイ ) 違法 性 陽 却 に つい て 

被告 は , 原告 会 社 に お いて は , 張 在 事 が 来 臨 (再臨 ) の キリ スト で あ 
る と の 教義 が 教え 込ま れ て お り , 原告 高柳 は か か る 媒 端 的 教義 を 確信 し 
て いる こと か ら , 表現 の ① 及 び ⑧ は , 事実 の 公共 性 及び 目的 の 公益 性 が 認 
め ら れ , 被告 の 表現 行為 の 重要 部 分 に つい て 真実 性 が ある と 主張 し , そ 
れ に 沿う 証拠 を 提出 する ( 選 1, 4 
の 2 江 で 0 補 守 3 
a まず, 本 件 各 表 現 は , キリ スト 教 界 に 一 定 の 影響 力 を 有する 報道 機 

関 で ある 原告 会 社 及 びそ の 役員 の 異端 疑惑 や 統一 教会 疑惑 に 関す る も 

の で あり , 正統 派 の キリ スト 教団 体 が 関係 各所 に 通達 を 出し て いる こ 


73, 77, 113 の 1~115 
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と ( 乙 1) か らし て も , 公共 の 利害 に 関す る 事実 で あり , 専ら 公益 を 
図る 目的 で な され た も の で ある と いえ る 。 

そし て , 北村 が , 東京 ソフ ィ ア 教会 に お いて , 展 在 部 が 来 臨 の キリ 
スト で ある と 教え 込ま れ て いた 証拠 と し て , 北村 の アパ ー ト か ら 発 見 
され た と する 本 件 ノー ト (113~115) や , 張 在 事 が 創設 し た 
A CM の 生活 状況 , 教義 内 容 等 が 記載 され て いる と され る 書面 (る 7 
3, 77) を 証拠 と し て 提出 する の で , 以下 検討 する 。 

前 記 誰 定 事 実 (77) の と お り , 本 件 ノー ト は , 北村 宗 範 の 所 有 物 で あ 
り , 同人 の 自宅 か ら 両 親 が 持ち 出し て 被告 に 交付 し た こと , 本 件 ノー 
ト に は , 日 時 場所 と し て 「2002 年 」 「 東 京 ソ フィ ア 教 会 」 の 記 
載 , 「 キ リス ト の 来 臨 」 に つい て 「 イ エス キリ スト で は な く , 来 臨 の 
キリ スト 」 な どの 記載 が あり , これ は 正統 浅 の キリ スト 教 の 教義 か ら 
外れ る 内 容 で ある こと , 北村 宗 範 は , 平成 1 4 年 当時 , 東京 ソフ ィ ア 

会 の 信者 で あっ た こと が 認め られ , これ ら の 事実 を 路 ま える と , 正 
統 派 で は な い 「 キ リス ト の 来 臨 」 に 関す る 講義 が 平成 1 4 年 当時 , 東 
京 ソ フィア 教会 に お いて 行わ れ て いた 可能 性 が ある 。 

し か し , 張 在 事 が 来 臨 の キリ スト で ある こと が 明示 的 に 記載 され た 
部 分 は な く , 本 件 ノー ト が 東京 ツ ソフィ ア 教 会 の 信者 で あっ た 北村 に よ 
っ て 記載 され た も の で あっ た と し て も , 直ちに , 張 在 事 が 来 皿 の キリ 
スト で ある 旨 の 教義 が 東京 ソフ ィ ア 教会 ひい て は 原告 会 社 に お いて 
教え 込ま れ て いた と は 認め られ ず , 他 に これ を 裏付け る 客観 的 な 証拠 
は な い 。 

また , ACM 脱 会 者 と を と の メー ル の や り 取 り が 記載 され て いる と され 
る 書面 (2 る 72~7 7) の 中 に は , 再臨 主 が 張 在 事 で ある と の 教え が 
あっ た 旨 の 記載 が ある が , その 体裁 か ら す る と , 脱会 者 と 名 乗る 人 物 
が 特定 で きず , 被告 が 聴取 し た 人 物 が ACM の 脱会 者 で ある と は 直 ち 


Oo 


の) 


に 認め られ な い 。 こ の ほか に , ACM に お いて , 張 在 事 が 再臨 主 で あ 
る と の 教え が あっ た こと を 裏付け る 客観 的 な 証拠 も な い 。 
そし て , 前 記 認 定 事実 2 及 び (3) の と お り , 張 在 事 が 自ら を 再臨 主 で 
ある と の 虹 端 的 教義 を 伝道 し て いる 疑惑 が 広まっ た が , 張 在 事 の 再臨 
疑惑 に つい て は , 韓国 キリ スト 教 総 連合 会 の 異端 対策 委員 会 (CC 
K) が 「 証 拠 が な く 事 実 で な く , 異端 性 が 全く な い 」 と の 判断 を 示 
し , 世界 福音 同盟 に お いて も 同 趣旨 の 通知 が 公表 され た こと に も 照 ら 
せ ば , 原告 会 社 に お いて 張 在 事 が 再臨 主 で ある と の 媒 端 的 教義 が 信奉 
, 寺 え 込ま れ て いる こと を 誰 に は 足り な い 。 

c 他方 , 表現 ⑧ の うち 7 6 番 に つい て は , 証拠 (原告 高柳 p 2 0~2 
4) に よれ ば , 原告 高柳 は 張 在 事 か ら 牧 師 接 手 を 受け た こと が 認め ら 
れ , 重要 な 部 分 に つい て 真実 で ある か ら , 違法 性 が 阻 却 され る 。 

d 以上 の と お り , 原告 会 社 及 び 原 告 高 柳 が 「 張 在 吾 は 来 皿 の キリ スト 
で ある 」 と いう 異端 的 教義 を 信 奏 し , 原告 会 社内 で 教え 込ま れ て いる 
こと の 夏実 性 は 認め らち ら れず, 表現 ① 及 び ⑧⑭ の うち 7 6 番 以 外 の 表現 に 
つい て は , 被告 の 上 記 主 張 は 採用 する こと が で き な い 。 
相当 性 
次 に , 被告 は , 原告 会 社 及 び 原 告 高 柳 が 異端 的 教義 を 信奉 し , 原告 

社内 で 教え 込ま れ て いる こと が 真実 で ある と 信じ る に つき 相当 性 が ある 

置 主 張 す る こと か ら 検 討 す る 。 
この 点 , 表現 ① 及 び ⑧ の うち 22, 29 番 を 除く 表現 に つい て は , 原 

告 会 社 が 異端 的 教義 を 信 奏 し , 社内 で 教え 込ん で いる こと を 断定 的 に 示 

唆 する 内 容 と な っ て いる 。 
この よう な 断定 的 な 内 容 の 表現 を する に は , それ 相応 の 合理 的 な 根拠 

を 要する と いう べき で ある と ころ , 本 件 ノー ト (の る 113~115 の 

2) や 脱会 者 ちら の メー ル と 称す る 書面 (27 2~7 7) の み で は , 客観 
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的 な 資料 に 基づい て 慎重 な 分 析 が 行わ も た と は いい 難く , 他 に 合理 的 な 
根拠 と いえ る 資料 は 認め られ な いか ら , 真実 と 信じ る に つい て 相当 な 理 
由 が あっ た と は 認め られ な い 。 

他方 , 22, 2 9 番 に つい て は , 前 記 認 定 事実 (2 及び (3) の と お り , 日 
本 に お ける 正統 派 キ リス ト 教 の 団体 で ある 日 本 福音 同盟 か ら , 張 在 吉 に 
つい て , キリ スト 教 界 に と っ て 異端 的 立場 で ある 統一 教会 と の 関係 が あ 
る と の 疑惑 が 存在 し , それ に 伴い 原告 会 社 か ら の 取材 を 拒否 する こと を 
決定 し た 旨 の 通知 が 被告 の 所 属す る 救世 軍 に 送ら れ て いる こと , 本 件 各 
表現 の 後 , 張 在 事 に つい て は 統一 教会 疑惑 だ け で な く 再 臨 主 疑惑 も か け 
られ て お り , CCK の 異端 対策 委員 会 に お いて 複数 回 の 調査 が 実施 され 
た こと に 駒 ら せ ば , 張 在 事 に つい て 異端 の 疑惑 が 存在 し , 原告 会 社 も そ 
れ に 関与 し て いる 疑惑 が 存在 し て いた と いえ る か ら , 張 在 事 の 異端 疑惑 
の 存在 及び 原告 会 社 の 関与 を 示唆 する 表現 を する の に 相応 の 合理 的 な 根 
拠 が あっ た と いう べき で ある 。 

し た が っ て , 表現 の O の の うち 22, 29 番 に つい て は , 真実 で ある と 信 
じ る に つき 相当 な 理由 が あっ た と 認め る こと が で きる 。 

回 よっ て , 表現 ① 及 び ⑧ の うち 31, 37, 43, 49, 51, 78, 
8 0 番 に つい て は , 原告 会 社 又は 原告 高柳 に 対す る 名 准 誤 損 と な る 。 
イ 表現 ② (統一 教会 に 関す る 表現 。 7, 23, 29, 34, 35, 4 

0, 43, 54, 61, 62, 64, 66, 68, 80) 
の ⑦) 社会 的 評価 の 低下 
表現 の は , 張 在 吾 は , 統一 教会 の 信者 。 核心 メン パー な いし 幹部 で あ 
り , 原告 会 社 は , その 張 在 事 が 創立 し , 支配 する 企業 で あり , 張 在 事 を 
再臨 主として 崇め る 共同 体 に 属し , 統一 協会 か ら 派 生 し た カル ト ・ ダ ミ 
ー 団 体 の 疑惑 が ある と の 事実 を 摘 示 する 表現 で ある 。 
ー し か る に , 一 般 人 が , 原告 会 社 は 統一 教会 の 核心 スン バー な いし 幹部 
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等 と され る 張 在 事 に よっ て 設立 され , 支配 され て いる こと , 統一 教会 か " 
ら 派 生 し , な いし ダミ ー 団 体 で ある (疑惑 が ある ) と の 表現 を 閲覧 すれ 
ば , 原告 会 社 が 統一 教会 と 同様 の 反 社 会 的 団体 で ある と の 印象 を 抱く も 


の と いえ る 。 
し た が っ て , 表現 の ② は , 原告 ら の 社会 的 評価 を 低下 させ る も の と 認 
られ る 。 


この 点 , 被告 は , この 「 ク リス チャ ント ッ デ イ 」 は , 原告 会 社 で は な 
“2 韓国 の クリ スチ ャ ント ッ ゥ デイ の こと を 指し て お り , 原告 会 社 の 社会 
的 評価 は 低下 し な いと 主張 する 。 し か し , 本 件 各 表 現 が 書き 込ま れ た 本 
件 ブロ グ の 全体 の 構成 及び 内 容 か ら す る と , 本 件 ブロ グ は 原告 会 社 を 含 
め た 張 在 事 を 中 心 と し た 共同 体 の 統一 玉 会 疑惑 及び 異端 疑惑 を 追及 する 
こと が 主題 と な っ て いる と 認め られ る か ら , 一 般 人 が , 韓国 の クリ スチ 
ャ ント ゥ デイ の 記事 で ある と の 印象 を 持っ た と し て も , 韓国 の クリ スチ 
ャ ント ゥ デイ と 人 原告 会 社 は , 同系 列 の 団体 と 認識 する の が 通常 で あり , 
前 者 の 常任 理事 に 続 一 寺 会 の 核心 メン バー が いる と の 表現 は , 原告 会 社 
の 社会 的 評価 も 低下 させ る と いえ る 。 

し た が っ て , 被告 の 上 記 主 張 は 採用 する こと が で き な い 。 

ヴイ) 違法 性 阻 却 に つい て 
a まず, 本 件 各 表 現 は , キリ スト 教 界 に 一 定 の 影響 力 を 有する 報道 機 

関 で ある 原告 会 社 及び その 役員 の 統一 教会 疑惑 に 関す る も の で あり , 

正統 派 の キリ スト 教団 体 が 関係 各所 に 通達 を 出し て いる こと ( 選 1) 

か らし て も , 公共 の 利害 に 関す る 事実 で あり , 専ら 公益 を 図る 目的 で 

な され た も の で ある と いえ る 。 

b 被告 は , 張 在 事 が 統一 教会 の 核心 メン バー な いし 溢 部 信者 で ある こ 

と は 在 実 で ある 引 主 張 す る 。 

前 記 認定 事実 (2) 及 び (4) の と お り , 張 在 事 は , 統一 教会 が 関係 する 学 
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校 な いし 大 学 に 勤務 し, 神学 を 教授 し て いた 経歴 が 設 A\ め られ る も の 
の , CCK は , 平成 1 6 年 に 統一 教会 疑惑 に つい て の 調査 を 開始 し , 
平成 9 年 以降 の 弱 疑 を 立証 で き な か っ た こと , 避 在 字 の 惑 に つい て 
の 問題 は 終結 し た こと を 公表 し た こと が 認め られ る 。 

そう する と , 張 在 事 が 統 一 教会 の 幹部 信者 で あっ た と の 表現 は 重要 
な 部 分 に つい て 一 応 真 実 性 が ある も の の , この こと か ら , 直 ち に 本 件 
各 表 現 が イン ター ネッ ト 上 で 開始 され た 平成 1 8 年 の 時 点 に お いて 
も , 張 在 事 が 統一 教会 の 核心 メン バー で ある と か 幹部 で ある な ど と 表 
現す る こと に つい て は , これ を 客観 的 に 裏付け る 証拠 は な く , 在 実 性 
を 認め る こと は で き な い 。 

し た が っ て , 同時 点 で 張 在 事 が 統一 教会 の 核心 メン バー な いし 幹部 
信者 で ある こと を 前 提 と する 表現 ②③ に つい て は , 違法 性 が 阻 却 さ れ 
ず , 被告 の 上 記 主 張 は 採用 する こと が で き な い 。 

も っ と も , 29 番 は 「 統 一 教会 … 核 心 メ ン バ ー で あっ た 上 張 在 事 」 と 
の 表現 で あり , 過去 の 時 点 で , 張 在 事 が 統一 教会 の 関係 者 (単なる 信 
徒 で は な く , 関係 大 学 の 教授 ) で ある こと か ら す る と , 重要 な 部 分 に 

つい て 真実 性 が 認め られ , 2 9 番 に つい て は 違法 性 が 阻 却 され る 。 

前 記 認定 事実 9 の と お り , 日 本 福音 同 量 は , 平成 16 年 6 月 17 
日 , 救世 軍 を 含む 加盟 団体 に 対し て , 原告 会 社 に つい て の 調査 結果 と 
し て , 「 韓 国 ク リス チャ ン 新 聞 の 常任 理事 , 張 在 洞 牧師 は , 統一 教会 

の 核心 メン バー で ある こと が 判明 」 と の 記載 が ある 報告 文書 を 通知 

し , 原告 会 社 の 取材 を 一 切 受 け な い 引 を 決定 し た こと が 認め られ る か 

ら , 表現 ② の 7 番 は , 上 記 日 本 福音 同盟 に よる 通知 の 内 容 と 同 趣旨 の 

表現 を 繰り 返し た も の に すぎ ず , 重要 な 部 分 に つい て 真実 性 が 認め ら 

れる 。 

また , 5 4 番 は 「 ダ ビデ 張 在 亭 の 統一 教会 前 歴 や … 異 端 カ ルト 疑惑 


[e) 
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を 伝え , その 中 で , クリ スチ ャ ント ッ デ イ が 小生 に 対し て 起こ し た 

『1000 万 円 損害 賠償 請求 申立 事件 』 に つい て も 報じ て いる 」 と す 
る 表現 で あり , 張 在 事 が 統一 教会 の 核心 メン バー な いし 軸 部 信者 で あ 
る こと を 断定 的 に 伝え る 表現 で は な いし , 前 記 認定 事実 9) の と お り , 
張 在 事 に は 統一 教会 が 関係 する 学校 な いし 大 学 で 勤務 し , 神学 を 授 
し て いた 経歴 が 認め られ る 以上 , 5 4 番 の 上 記 表 現 の 重要 な 部 分 
いて 真実 性 が 認め られ る 。 

さら に , 前 記 認 定 事実 4) の と お り , 原告 高柳 が 張 在 事 か ら 牧 師 接 手 
を 受け た こと が 認め られ る か ら , 表現 ②④ の うち 6 4 番 に つい て は 重要 
な 部 分 に つい て 真実 性 が 認め られ る 。 

し た が っ て , 表現 ② の うち 7, 29, 54, 64 番 に つい て は , 違 
法 性 が 明 却 さ れる 。 
相当 性 の 有無 に つい て 
上 記 の と お り , 表現 の の うち 7, 29, 54, 64 番 を 除く 表現 に つ 

いて は , 真実 性 が 認め られ な いと ころ , 被告 は , 真実 と 信じ る に つき 相 
当 の 理由 が ある 旨 主 張 す る 。 

この 点 , 前 記 認 定 事 実 (2) 及 び (3) の と お ポ おり, キリ スト 教 界 に お いて , 張 
在 事 が 統一 教会 と の 関係 を 4 し て いる 旨 の 疑惑 が 存在 し て いた も の の , 
張 在 事 の 統一 教会 疑惑 は 立証 で きず , その 後 , 張 在 事 自 身 を 再臨 主 と す 
る 異端 疑惑 の 調査 が 開始 され た こと が 認め られ る (本 件 ブロ グ 上 に 本 件 
各 表 現 が 記載 され た 記事 を 投稿 し 始め た 平成 1 8 年 当時 に は , 既に 統一 
教会 疑惑 は , 正統 派 キ リス ト 教 界 に お いて 広まっ て いな か っ た こと が う 
か が われ る 。) 。 上記 張 在 事 の 経歴 の 存在 に 加え て , 張 在 事 が 表現 の ⑦② の 
書き 込み 時 点 に お いて も 統一 教会 の 核心 メン バー な いし 幹部 で ある こと 
を 合理 的 に 推認 で きる 資料 及び 事情 の 存在 は 認め られ ず , 被告 が 張 在 一 
の 統一 教会 疑惑 の 存在 に つい て 真実 と 信じ た こと に つい て は 合理 的 な 根 
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拠 が ある と は いえ な い 。 
そう する と , 表現 ② (7, 29, 54, 64 番 を 除く 。) の 前 提 と な 

る , 張 在 事 が 統一 教会 の 核心 メン バー な いし 幹 部 信者 で ある こと が 真実 
で ある と 信じ た こと に つい て 相当 性 が ある と は いえ な いか ら , 被告 の 上 
記 主 張 は 採用 する こと が で き な い 。 

回 以上 に より , 表現 の の うち 7, 29, 54, 64 番 以外 の 表現 に つい 
て は , 名 准 肥 損 が 成立 する 。 

ワウ 表現 ③, ⑦, ⑰ 及 び ⑫ (異常 な 団体 , カル ト 団 体 で ある 等 の 表現 。 8 ~ 
1 EDO Sa DT TT DG I TEE TSL EE 
A650 OL DO SI CO CT OL TT 
7 5 812 25 な お 6 徐 に つい て は 後 還 の お 9 

の 表現 ③, ⑦, ⑩⑰ 及 び ⑫ は , 原告 会 社 が , 代表 者 の 原告 高柳 や , 原告 矢 
田 を 含め た 従業 員 に 対し マイ ンド コン トロ ー ル を 行い , 代表 者 や 従業 員 
ら は パラ ノイ ド 傾 向 と 虚言 性 向 が ある と の 事実 を 摘 示 し , 原告 会 社 は 現 
実 と の 科 離 が 進む と オ ウム 的 犯罪 な ども 成立 し 得る 旨 評 価 を 加え る 表 
現 / さらに, 従業 員 に 無償 労働 や 消費 者 金融 か ら の 借金 を 強い , 他社 に 
対し て アポ な し 訪問 や 電話 攻勢 な ど を か ける よう な 団体 で ある と いう 事 
実 を 摘 示 し , 原告 会 社 が カル ト 団 体 で ある 旨 評 価 を 加え る 表現 , 原告 会 
社 は 悪 臣 いと する 表現 , 原告 会 社 の 主張 は 「 妄 想 」 で ある と する 表現 に 
まとめ る こと が で きる 。 以下 , 個別 に 検討 する 。 
a マイ ンド コン トロ ー ル , パラ ノイ ド 傾 向 , 虚言 性 向 , オウ ム 的 な 犯 

先 に 言及 する 表現 (9, 17~19, 55, 56, 59, 60, 7 


© 


SE ST SLR SS EDI EE 
原告 会 社 が その 代表 者 や 従業 員 を マイ ンド コン トロ ー ル する こと 
で , 同人 ら が パラ ノイ ド 傾 向 , 虚言 性 向 の 精神 状態 で ある と いう 事 


実 を 摘 示 し , 極点 に 達する 時 に は オウ ム 的 犯罪 も 成立 し 得る 旨 の 評 
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価 を 加え た 表現 は , 一 般 通常 人 が 読め ば , 原告 会 社 に よっ て , 人 格 
を 操 ら れ た 精神 状態 の 代表 者 や 従業 員 が 在籍 し , いわ ゆる オウ ム 真 
理 教 の よう な 反 社 会 的 行動 に 及び か ね な い 危 険 な 集団 で ある と の 印 
象 を 抱か せる か ら , 原告 ら の 社会 的 評価 を 低下 させ る 。 

この 点 , 被告 は , 原告 会 社 が マイ ンド コン トロ ー ル を し て いる と 
は 明示 し て いな いこ と か ら , 原告 会 社 の 社会 的 評価 を 低下 させ な い 
置 主張 する が , 原告 代表 者 や 従業 員 ら の 異常 行動 に つい て 表現 する 
こと に より , 一 般 通 常人 が 読め ば , その 文脈 か ら マ イン ドコ ント ロロ 
ー ル を 行っ て いる 主体 が 原告 会 社 で ある と の 印象 を 抱く と いえ , 原 
告 会 社 の 社会 的 評価 が 低下 する こと が 認め られ る か ら , 被告 の 上 記 
主張 は 採用 する こと が で き な い 。 

原告 会 社 は 従業 員 に 不眠 不 休 の 無償 労働 , 借金 の 強要 を し て いる , 
家賃 を 滞納 し て いる , 会 社 法 違 反 の 状態 で ある と の 表現 (29, 4 
1, 6 0) に つい て 

29, 41, 60 番 は , 原告 会 社 が 従業 員 を 不眠 不 休 , 無償 で 働か 
せ た り , 消費 者 金融 か ら の 多額 の 借金 を させ て 上 納 さ せ , 家賃 を 滞納 
し た り , 決算 公告 を し な い 会 社 法 違 反 の 状態 の 会 社 で ある と の 事実 を 
摘 示 する も の で あり , 特に 60 番 に つい て は 原告 会 社 が カル ト 団 体 で 
ある 紀 の 評 価 を 明示 的 に 加え 論評 する 表現 で ある と いえ る 。 カ ルト 団 
体 と いう 表現 は , 一 般 的 に は , 狂信 的 な (理性 を 失う ほど 信じ 込む よ 
うな ) 崇拝 を する 団体 と し て , 異常 行動 を と る 集団 を 衝 御 させ る も の 
と いえ る か ら , 上 記 29, 41, 60 番 は , 一 般 通常 人 を し て , 原告 
会 社 が 従業 員 を 搾取 し , 社会 的 に 不当 な 活動 を し た り , 狂信 的 な 崇拝 
を する 集団 で ある と の 印象 を 抱か せ , 原告 会 社 の 社会 的 評価 を 低下 さ 
せる と いう べき で ある 。 
c 訪問 攻勢 , アポ な し 訪問 , 押し か け 等 (32 の の ⑦, の , 33, 3 


oo 
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8) に つい て 

原告 会 社 が 訪問 攻勢 , 電話 攻勢 を し か け て 威圧 し た り , アポ な し 訪 
問 を し て 居座り 続け た り し た と の 表現 は , 一 般 人 に 対し , 原告 会 社 が 
迷惑 を 顧み な い 行 動 を する 集団 で ある と の 印象 を 抱か せ 得 る と も いえ を 
な く は な い が , 同時 に , 表現 内 容 全 体 か ら み れ ば , 被告 が , 原告 会 社 
と 対立 関係 に あめ る CCK 一 J 側 か ら の 伝聞 情報 を 鵜 在 み に し て 書き 込 
ん だ , 具体 的 裏付け の な い 信 用 性 の 低い 表現 で ある と の 印象 を も 抱か 
せる も の で あっ て , 結局 , この 表現 に よっ て , 直ちに 名 券 誤 損 と し て 
違法 性 が 認め られ る 程度 に 原告 会 社 の 社会 的 評価 が 低下 する と は いえ を 
な い 。 したがって, 3 2 の ⑰, ⑦, 3 3, 38 番 に つい て は , 名 准 骨 
損 は 成立 し な い 。 

d 原告 会 社 は 悪 皿 いと する 表現 , 原告 会 社 の 主張 は 「 妄 想 」 で ある と 
する 表現 , 原告 会 社 は 虹 論 を 主張 し て いる と の 表現 (20, 47, 4 
8, 50, 52) に つい て 

2 0 番 は , 原告 会 社 が , 韓国 の クリ スチ ャ ント ゥ デイ と つなが り が 
ある こと を 前 提 に , 悪 賢 い 働 き を 展開 し て いる 和 旨 の 表現 で ある が , 具 
体 的 事実 を 摘 示 し て 原告 会 社 の 社会 的 評価 を 低下 させ る も の と は いい 
難い 。 し た が っ て , 20 番 に つい て は , 名 准 尼 損 は 成立 し な い 。 

また , 47, 48, 52 番 は , 平成 19 年 1 1 月 2 9 日 付け で 本 件 
ブロ グ に 書き 込ま れ た 記事 で ある と ころ , これ ら の 記事 は , 前 記 前 提 
事実 (G3) の と お り , 原告 ら 側 と 被告 と の 間 で , 本 件 ブロ グ の 記事 削除 に 
関す る 交渉 が 行わ れ た 後に 書き 込ま れ た も の で あり , 既に 原告 ら と 被 
告 は 対立 関係 に あめ っ た と いえ る 状況 の 下 で , 各 記 事 の 内 容 か らし て 
も , 被告 に よる 原告 ら の 主張 へ の 反論 な いし 抗議 と し て 掲載 され た も 
の で ある 。 そ うす る と , 一 般 人 が 上 記 発言 を 読ん だ と し て も , 被告 が 
原告 ら と 既に 対立 関係 に あめ っ て , 被告 側 の 立場 か ら 原 告 ら の 主張 へ の 
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反論 な いし 抗議 を し て いる こと を 主 に 認識 する も の と いえ る か ら , 原 
告 会 社 の 社会 的 評価 を 客観 的 に 低下 させ る も の と は 認め られ な い 。 し 
た が っ て , 47, 48, 52 番 に つい て は , 名 准 眉 損 は 成立 し な い 。 

さら に , 5 0 番 は , 「 再 建 主義 論争 に お ける 山谷 の 意図 は , 旧約 律 
法 に 根拠 し て 現代 に 公開 処刑 制度 を 復活 させ , か つ , 公 的 福祉 を 全廃 
せよ 等 々 」 の 又 論 を 論 駿 する 」 と の 表現 に より , 原告 会 社 が 論 駿 の 対 
象 と な る 又 論 を 主張 し て いる こ と を 摘 示 し て いる と ころ , 一 般 通常 人 

通 の 注意 と 読み 方 か らし て も , 上 記 虹 論 の 内 容 を 具体 的 に 理解 す 
る こと は 困難 で ある か ら , 上 記 摘 示 を し た こと に よっ て 直ちに 原告 会 
社 の 社会 的 評価 が 低下 する と は 認め られ な い 。 し た が っ て , 50 番 に 
つい て は , 名 准 避 損 は 成立 し な い 。 
e カル ト 団 体 (8, 10, 11, 24, 26, 27, 46, 49, 6 
0, 6 2) に つい て 

原告 会 社 が 「 カ ルト 疑惑 が ある 」, 「 通 常 の キリ スト 教 メ ディ ア で 
は な く , カル ト で ある 」 と いっ た , 原告 会 社 が 通常 の を リス ト 教 メデ 
ィ ア で は な さく 狂信 的 な 崇拝 を し て いる 異常 な 団体 で ある 引 論 評 す る も 
の で あり , 一 般 人 に 同様 の 印象 を 抱か せる か ら , 原告 会 社 の 社会 的 評 
価 を 低下 させ る も の と いえ る 。 

も っ と も , 11 番 は , 「 ク リス チャ ント ゥ デイ に 疑惑 が 寄せ られ て 
いる 以上 , キリ スト 教 言 論 機関 を 自認 する クリ スチ ャ ント ゥ デイ は , 
その 紙上 で 教 界 に 対す る 説明 責任 を 果たす べき 。」 と いう も の で ある 
と ころ , 上 記 疑 惑 の 内 容 を 具体 的 に 示し て お ら ず , また , 前 記 認 定 事 
実 (2) の と お り , 原告 会 社 自 身 に も 統一 教会 疑惑 や 異端 疑惑 が あっ た こ 
と か ら す る と , 上 記 表 現 は , 原告 会 社 に 説明 責任 を 果たす べき と し て 
上 記 疑 惑 に 対す る 姿勢 を 紺 簡 し て いる に すぎ な いと いえ る か ら , 夏実 
性 を 欠く 具体 的 事実 を 摘 示 し て 原告 会 社 の 社会 的 評価 を 低下 させ る も 


28 


9 3 $$* 


3 3 9 4 


の と は 認め られ な い 。 
(7) 違法 性 阻 却 に つい て 
a まず, 上 記 各 表現 は , キリ スト 教 に 関す る 報道 機関 で ある 原告 会 社 
の カル ト 疑 惑 に 関す る も の で あり , 前 記 前 提 事 実 (22 の と お り , 原告 会 
社 は 日 本 福音 同盟 の 調査 に より , 張 在 吾 の 統一 教会 疑惑 に 関与 し て い 
る こと が 疑わ れ , 取材 を 拒否 され て いた 立場 で ある か ら , 原告 会 社 の 
実態 に 関す る 本 件 各 表 現 は , 公共 の 利害 に 関す る 事実 で あり , 専ら 公 
益 を 図る 目的 で な され た も の で ある と いえ る 。 
b 真実 性 の 有無 

こと の 点 , 被告 は , 原告 会 社 を 含む 「 宣 教 の 共同 体 」 に お いて , 信者 
の 自己 決定 権 を 侵害 する 教え 込み を 通じ て 植え 込ま れ た 熱狂 的 な 信仰 
が 共有 され て お り , 教団 の 教え と 同様 の 思考 を する よう な マイ ンド コ 
ント ロー ル が 行わ れ て いる こと は 真実 で ある 引 主 張 し , それ に 沿う 証 
拠 (23, 4, 6 6~79) を 提出 する 。 

し か し , 証拠 ( 四 19, 20) に よれ ば , 原告 会 社 は , キリ スト 示 
に 関す る 情報 の 提供 を 業 と する 株 式 会 社 で あり , ユー ザー 数 1 万 4 0 
00, 閲覧 数 1 5 万 件 を 超え る イン ター ネッ ト 新 聞 を 発行 し , 定期 刊 

. 行 物 と し て 「 週 刊 ク リス チャ ント ゥ デイ 」 を 発行 する な ど し て いる こ 
と が 認め られ る と ころ , これ ら の 活動 以外 に , その 従業 員 や 信者 を 教 
化す る よう な 活動 を し て いる こと を 裏付け る 証拠 は な いた め , 被告 作 
成 に か か る 聴取 書 (3) 及び 面談 記録 (4) を 採用 する こと は で 
きき ない 

また , A CM の 脱会 者 な る 人 物 と の メー ル の や り と り を 記載 し た と 
され る 書面 ( こ 6 6~7 9) は , 送信 者 や 情報 提供 者 を 特定 する こと 
が で きず , また , その 記載 を 裏付け る 客観 的 な 証拠 は な い 以 上 , 採用 
する こと が で き な い 。 
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し た が っ て , 原告 会 社 が 従業 員 ら に 対し て マイ ンド コン トロ ー ル を 
し て で いる こと の 真実 性 を 認め る に 足り る 証拠 は な く , 被告 の 上 記 主 張 
は 採用 する こと が で き な い 。 

また , 被告 は , 原告 会 社 が 若者 を 不眠 不 休 で 無償 労働 させ た り , 借 
金 を 強要 し た り , 家賃 を 滞納 し た り , 設立 以来 決算 を し た こと が な い 
こと は 真実 で ある 旨 主 張 す る と ころ , た し か に , 証拠 (原告 高柳 , 原 


_ 告 矢田 ) に よれ ば , 原告 会 社 は 原告 高柳 や 従業 員 ら に 借入 が ある こ 


と , 従業 員 ら に 対し て 正式 な 給与 は 支払 っ て いな いこ と , 原告 会 社 の 
事務 所 賃料 を 滞納 し た り , 決算 書類 を 作成 し て いな いこ と が 認め られ 
る た め , 29 番 の 「 無 償 労 働 を させ て いる 」 と の 表現 や 41 番 「 家 賃 
の 滞納 の た め に , 1 年 程度 で 次 々 に 事務 所 を 移転 」 「 設 立 以来 , 決算 
が 官報 また は イン ター ネッ ト 上 で 公告 され た こと が 一 度 も な く , 会 社 
法 違 反 の 状態 」 な ど と する 表現 に つい て は , 重要 な 部 分 に つい て 真実 
性 が 認め られ , 違法 性 が 阻 却 され る 。 

も っ と も , 原告 会 社 が 従業 員 ら に 対し て , 借金 を 強要 し た こと や 従 
業 員 を 不眠 不 休 で 働か せ て いる こと を 裏付け る 客観 的 な 証拠 は な く , 
この 点 に 関す る 真実 性 は 認め られ な い 。 

論評 よ と し て の 相当 性 

カル トト 団体 で ある 旨 の 論評 (8~10, 24, 26, 27, 46, 
49, 60, 6 2) に つい て は , キリ スト 教 に 関す る 情報 提供 を 目的 
と する 団体 に と と っ て , カル ト 団 体 で ある 紳 の 評価 が され る こと は , そ 
の 活動 の 信用 性 を 著しく 損なう お それ が ある か ら , 意見 な いし 論評 と 
し て の 域 を 逸脱 し た も の と し て 違法 性 が 認め られ る 。 
以上 に よれ ば , 表現 ③, ⑦, ⑰ 及 び ⑫ の うち 8~10, 17~19, 


24, 26, 27, 46, 49, 55, 56, 59, 60, 62, 7 
0, 71, 73~75, 81, 82 番 は , 原告 ら に 対す る 名 准 肖 損 と な 
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CI, WD. A FIL CIE 

の ) 表現 ⑥ 及 び ⑬ は , 原告 高柳 , 原告 矢田 及び 原告 会 社 の 記者 が , 被告 に 
対し て 法 的 措置 を 取る 等 と 申し 向け た 事実 を 摘 示 し , それ を 「 威 蹴 」 で 
ある 旨 の 被告 の 意見 論評 を 加え た 表現 行為 で ある と 認め られ る 。 

そし て , 前 記 前 提 事 実 (33 の と お り , 被告 が 原告 会 社 に 関す る 疑惑 追及 
を 目的 と し て 本 件 ブロ グ で の 本 件 各 表 現 を 投稿 し 始め , その 削除 を 原告 
会 社 か ら 求 め ら れ て いた こと か ら す る と , 原告 ら と 被告 は , 本 件 ブロ グ 
の 記載 に 関す る 一 定 の 対立 関係 に あっ た も の と 認め られ る 。 そ し て , 本 
件 ブロ グ の 削除 を 求め る 原告 会 社 が , 被告 に 対し て , 法 的 措置 を 取る 四 
の 発言 を し た こと を も っ て , 被告 が 「 威 蹴 」 で ある 電 評 価 し た と し て 
も , 一 般 通 常人 で あれ ば , 原告 会 社 と 被告 と の 対立 関係 が 激化 し て いる 
と の 印象 を 受け る に すぎ ず , 原告 ら が 主張 する よう な 原告 会 社 が 権利 行 
使 を 盾 に 反 社 会 的 な 行為 を 行う 団体 で あら る と の 印象 まで は 抱か な いと い 
うべ き で ある か ら , 表現 ④ 及 び ⑬ は , 原告 会 社 の 社会 的 評価 を 低下 させ 
る も の と は 認め られ な い 。 
けけ ) よっ て , 表現 ⑨ 及 び ⑬ は , 原告 ら に 対す る 名 准 油 損 と は な ら な い 。 
オ 表現 © 及び ⑧⑨. (不審 者 , 不審 車両 。 サー バー アタ ッ ク , 誹謗 中 傷 等 。 1 

e166 221.25 28;. 8382 @, の を 除く 3 9, 

45, 57, 58, 63, 69, 72) 

の ) この 点 , 原告 の 主張 か ら す る と , 表現 ⑤ 及 び ⑧⑥ の うち 1~5, 12, 
13, 15, 16, 28, 58, 63, 69 番 は , 原告 会 社 が , 被告 に 
対し て 不審 者 ・ 不 審 車 両 を 差し 向け た り , 救世 軍 に 対す る サー バー アタ 
ツ ッ グ を し だり し て いる こと ,。 袖 舎 や 世 軍 に 対す る イジ ター= ネ ッッ ト 上 の 
誹謗 中 傷 を 行っ て いる こと , 原告 高柳 が , 「 ブ ログ の 記事 を 削除 し な さ 
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い 。 さ も な けれ ば , 大 変 な こと に な る 」 と 述べ た 直後 に , 不審 車両 , 不 
審 者 。 サー バー 攻撃 な どの 事態 が 生じ た こと を 摘 示 し た 表現 で ある と さ 
れる 。 

し か し , 上 記 各 表現 に は , この 不審 者 ・ 不 審 車 両 を 差し 向け た の が 原 
告 会 社 で ある と は 明言 され て お ら ず , た だ 不審 者 ・ 不 審 車 両 が 存在 し た 
と の 事実 を 記載 し て いる に すぎ な いし , 「 科 学 的 証拠 は 一 切 存 在 し な 
い 」, 「 サ ー バ ー ア タッ ク の 仕掛 人 が , いっ た い だ れ で ある の か , 皆目 
見 当 が つか な い 」 など と 自ら 根拠 が な いこ と を 認め る 表現 も ある 。 そう 
する と , これ ら は その 表現 態様 か らし て , 対象 と する 主体 が 不明 で あっ 
た り , 被告 の 主観 的 で , か つ 証 拠 が な いこ と を 認め た 上 で の 憶測 を 述べ 
て いる だ け の 表現 で ある と いえ , この よう な 表現 は , 通常 一 般 人 の 読み 
方 か らし て , 原告 会 社 が 不審 者 や 不審 車両 を 配置 し た り , サー バー アタ 
ッ ク を 行っ た り し た と の 明確 な 印象 を 直ちに 抱く と は いい 難い 。 

し た が っ て , 表現 ⑧ 及 び ⑧⑥ の うち , 上 記 表 現 態 様 で ある 1~5, 1 
2, 13, 15, 16, 28, 58, 63, 69 番 に つい て は , 原告 会 
社 の 社会 的 評価 を 低下 させ る と まで は いえ な い 。 

他方 , 6, 14, 21, 25, 32 (⑦②⑰, ⑦ を 除く 。) , 39, 45, 
57, 72 番 に つい て は , 原告 会 社 が イン ター ネッ ト 上 で 誹謗 中 傷 を し 
た り , 個人 情報 を 晒し た り し て いる 旨 摘 示す る 表現 で ある と ころ , 組織 
的 に イン ター ネッ ト 上 で 他人 を 誹謗 中 傷 し た り , 個人 情報 を 晒す こと は 
不当 な いし 違法 な 活動 を 行う 反 社 会 的 団体 で ある と の 印象 を 与え る か ら , 
社会 的 評価 が 低下 する と ころ , 上 記 誹 謗 中 傷 や 他人 の 個人 情報 を 晒し て 
いる 主体 に つい て , 「 ク リス チャ ント ゥ デイ 工作 員 」 「 ク リス チャ ント 
ッ デ イ 側 の 意 を 波 む と お ぼ し き 人 物 」 「 ク リス チャ ント ッ ゥ デイ 側 」 「 ク 
リス チャ ント ゥ デイ 社長 の 高柳 泉 が 匿名 で 開設 し た ブロ グ 」 な ど と 記載 
され て お り , この よう な 記載 を 一 般 人 が 読め ば , 原告 会 社 が 不当 な いし 
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違法 な 活動 を 行う 反 社 会 的 団体 で ある と の 印象 を 抱く も の と いえ る 。 
し た が っ て , 6, 14, 21, 25, 32 (②, の を 除く 。) , 39, 
45, 57, 72 番 に つい て は , 原告 ら の 社会 的 評価 を 低下 させ る 。 

けけ) この 点 , 被告 は , 表現 ⑧ (2 1 番 ⑦⑰ を 除く 。) 及び ⑧⑥ に つい て , 真実 
性 な いし 相当 性 が 認め られ , 違法 性 が 阻 却 され る 紳 主 張 す る が , 原告 会 
社 が , 不審 者 ・ 不 審 車 両 を 差し 向け た こと , サー バー 攻撃 を し た こと , 
イン ター ネッ ト 上 で 誹謗 中 傷 を し た こと を 認め る に 足り る 証拠 は な く , 
また , 真実 と 信じ る に つい て 合理 的 な 根拠 も 認め られ な いか ら , 被告 の 
上 記 主 張 は 採用 する こと が で き な い 。 

も っ と も , 21 番 の の ⑦① に つい て は , 証拠 (原告 高柳 p 4 7) に よれ 
ば , 匿名 ブロ グ で ある 「Sola Gratial を 管理 し て いる の は 
原告 会 社 の 記者 で ある 井手 で ある こと が 認め られ る か ら , 同 表 現 の うち 
「 ク リス チャ ント ッ ゥ デイ の 記者 た ち は , Sola Gratia… と い 
っ た 匿名 ブロ グ を 立ち 上 げ て , 『23』 の 個人 情報 を … ネ ッ ト 上 で 流す 
対抗 手段 を 取る に 至っ た 。」 と の 表現 は , 重要 な 部 分 に つい て 真実 性 が 
認め られ る 。 

(の 以上 に より , 表現 ⑤ 及 び ⑧ の うち 6, 14, 21 (⑦ を 除く 。) , 2 
5, 32 (⑦②, の ① の を 除く 。) , 39, 45, 57, 72 番 に つい て は , 
原告 ら に 対す る 名 准 湯 損 が 成立 する 。 

カカ 表現 ⑨ (原告 高柳 が 経歴 を 話 和 弥 し た と の 表現 。 65, 7 7) 

(の) 65, 77 番 は , 一 般 人 通常 人 が これ を 読め ば , 原告 高柳 が 被告 に 対 
し て 経歴 に つい て 炭 偽 を 述べ た と の 事実 を 摘 示す る も の で あり , 原告 高 
柳 が 経歴 を 族 称 する 人 物 で ある と の 印象 を 与え そる こと か ら , 原告 会 社 及 
び 原 告 高 柳 の 社会 的 評価 を 一 応 低 下さ せる 表現 と いえ る 。 

) も っ と も , 前 記 訟 定 事実 (5)5 ケ に 加え て , 証拠 (3 5) に よれ ば , 東 
京 ツ フィ ア 教 会 の 週報 に お いて , 原告 高柳 は 「 ロ サン ゼル ス ・ ピ ル グ リ 
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ム 教 会 の 高柳 泉 幹事 」 と し て 紹介 され て いる こと , 原告 高柳 は , 日 本 代 
表 使 役者 の 立場 で あり , 韓国 で 牧師 抜 手 を 受け て で 後 , 東京 ソフ ィ ア 教 会 
に お いて 牧師 の 立場 で 活動 し て いた こと が 認め られ , 自分 の 立場 に つい 
て 組織 的 背景 は な いと し て , 東京 ツ ソフィア 教会 へ の 所 属 を 否定 する 説明 こ 
を し た こと に つい て 上 庶 備 で ある と 評価 され て も や む を 得 な い 事 情 が あっ 
た と いえ る 。 そ うす る と , 6 5, 77 番 は , 摘 示 され た 事実 の 重要 な 部 
分 に つい て 真実 性 が 認め られ , 違法 性 が 阻 却 さ れる 。 

(の よっ て , 65, 77 番 に つい て は , 原告 会 社 及 び 原 告 高柳 に 対す る 名 
状 注 損 は 成立 し な い 。 

キ 表現 ⑲ (原告 高柳 が 匿名 ブロ グ で 被告 の 誹謗 中 傷 を 行っ て いる と の 表 

現 。 7 9) 

の ) 表現 ⑪ は , 一 般 人 が 読め ば , 原告 会 社 な いし 原告 高柳 が 不当 な いし 違 
法 な 活動 を する 反 社 会 的 団体 と その 役員 で ある と の 印象 を 抱か せる か 
ら , 原告 会 社 及び 原告 高柳 の 社会 的 評価 を 低下 させ る 。 

(7) 被告 は , 原告 高柳 が 匿名 ブロ グ を 管理 し 記事 を 投稿 し て いる か ら , 真 
実 性 な いし 相当 性 が 認め られ る と 主張 する 。 

この 点 , 証拠 (原告 高柳 p 4 7) 及び 弁論 の 全 趣旨 に よれ ば , 匿名 ブ 
ログ は , 原告 会 社 の 記者 で ある 井手 が 管理 し て いた こと , 同 ブ ログ に 補 
告 の 批判 記事 が 投稿 され た 当時 の 原告 会 社 の 代表 者 で ある 原告 高柳 は , 
高柳 山谷 会 談 の 反 訳 を 作成 し , それ を 匿名 ブロ グ の 管理 者 で ある 井手 に 
提供 し て いた こと , 高柳 山谷 会 談 の 内 容 に つい て は , 匿名 ブロ グ に お い 
て 注釈 付き で 掲載 され た こと が 認め られ る 。 

そう する と , 原告 高柳 自身 が 匿名 ブロ グ を 管理 し 記事 を 書い た と する 
客観 的 な 証拠 は な いも の の , 匿名 ブロ グ を 閲覧 し た 被告 が , 匿名 ブロ グ 
で 批判 記事 を 投稿 し て いる 管理 者 を 原告 高柳 で ある と 信じ た こと に つい 
て 合理 的 な 根拠 が ある と いう べき で あり , 真実 と 信じ る こと に つい て の 
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相当 性 が 認め られ る 。 
(の よっ て , 表現 ⑩ は , 原告 会 社 及び 原告 高柳 に 対す る 名 准 避 損 と は な ら 
な い 。 
ク 表現 ③ の 3 6 番 及 び ⑭ の 8 4 番 (「 摂 理 脱 会 手記 」 が 原告 矢田 の 自己 の 
体験 で は な いか と の 表現 ) 
の ) 36, 84 番 は , 原告 会 社 が 発行 する イン ター ネッ ト 新 聞 「 ク リス チ 
ャ ント ゥ ッ ゥ デイ 」 に 原告 矢田 が 書い た 「 摂 理 脱会 手記 」 が , 原告 矢田 の 千 
葉 信 望 教 会 で の 体験 を 綴っ た も の で は な いか と の 記載 し て いる と ころ る , 
これ は , 特に 根拠 を 示さ ず に 被告 自身 の 推論 を 示し て いる だ け で あり , 
その 表現 態様 か らし て , 一 般 人 が この 表現 を 閲覧 し て も , 直ちに 原告 矢 
田 が 反 社 会 的 団体 と され る 援 理 の 信者 で あっ た と の 印象 を 抱く と は いえ 
ず , 原告 会 社 及び 原告 矢田 の 社会 的 評価 が 低下 する も の と は いえ な い 。 
(7) よっ て , 36, 84 番 は , 名 准 湯 損 と は な ら な い 。 
(5) 小 括 
以上 に より , 本 件 各 表 現 の うち 別紙 主張 整理 素 の 「『 表 現行 為 」 欄 の 6, 8 
マエ 10。, 到 な 。 エキ 7 イー マエ 195 22 ユエ (① を 除く こらす テス m2 TL 1 2 
(⑰, の を 除く 。) , 34, 35, 37, 39, 40, 43, 45, 46, 
49, 51, 55~57, 59~62, 66, 68, 70~75, 78, 8 
0~82 番 に つい て 名 准 肖 損 が 成立 する (以下 「 本 件 各 名 准 油 損 表 現 」 とい 
28 
3 損害 に つい て 
(1) 本 件 各 名 准 臣 損 表 現 の 内 容 , 本 件 記事 が 掲載 され た 被告 の 管理 する 本 件 プ 
ログ が , 原告 会 社 関係 者 か ら の 削除 要請 に も か か わら ず , 現在 に る まで 掲 
載 さ れ て いる こと , 前 記 認定 事実 0 及び (5) の と お り , 張 在 補 が 過去 に 統一 孝 
会 と 関係 し て いた 事実 が あり , 同人 が 設立 し 代表 者 と な っ て 深く 関与 する 諸 
団体 と 原告 会 社 と は 密接 な 関係 が 認め られ る こと , その 他 弁 論 の 全 趣 旨 や 証 
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拠 調 べ の 結果 に よっ て 認め られ る 一 切 の 事情 を 技 楓 すれ ば , 原告 会 社 が 被っ 
た 損害 額 は 5 0 万 円 , 原告 高柳 が 被っ た 損害 額 は 2 5 万 円 , 原告 矢田 が 被っ 
た 損害 額 は 1 5 万 円 と 認め る の が 相当 で ある 。 また , 弁護 士 費用 に つい て は , 
原告 会 社 の 上 記 損 害 額 の 1 割 で ある 5 万 円 を 損害 と し て 認め る の が 相当 で あ 
る か ら , 原告 会 社 の 損害 額 合 計 は 5 5 万 円 と な る 。 
し た が っ て , 被告 は , 原告 会 社 に 対し , 5 5 万 円 及び これ に 対す る 訴状 送 
達 の 日 の 翌日 で ある 平成 2 0 年 4 月 2 9 日 か ら 支 払 済 み ま で 年 5 分 の 割合 に 
る 遅延 損害 金 を 支払 う 義 務 を 負う 。 
また , 被告 は , 原告 高柳 に 対し , 2 5 万 円 及び これ に 対す る 同日 か ら 支 払 
済み まで 年 5 分 の 割合 に こ による 遅延 損害 金 を 支払 う 義 務 を 負う 。 
さら に , 被告 は , 原告 矢田 に 対し , 1 5 万 円 及び これ に 対す る 同日 か ら 支 
払 済 み を まで 年 5 分 の 割合 に よる 遅延 損害 金 を 支払 う 義 務 を 負う 。 
(2) 謝罪 文 掲 載 措 置 の 要 否 
上 記 の と お り , 本 件 各 名 准 眉 損 表 現 が 原告 ら に つい て 摘 示 する 事実 の 内 容 
等 に 鑑み る と , 原告 ら の 被っ た 不利 益 の 程度 は 小さ いも の と いえ な いも の 
の , 本 判決 に よっ て 被告 に よる 名 誉 肖 損 が 認定 され , 上 記 (1) の 金額 の 損害 賠 
償 が 支払 われ る こと に よっ て , 原告 ら の 社会 的 評価 や 精神 的 苦痛 は 相当 程度 
回 復 さ れる と 考え られ る こと , 前 記 認 定 事実 (6) の と お り , 原告 会 社 は 世界 的 
な ネッ トワ ー ク を 有する マス メデ ィ ア で あり , 自ら 名 准 回 復 措 置 を 取る こと 
が 可能 で ある こと な ど 一 切 の 事情 を 考慮 すれ ば , 上 記 (1) の 金銭 賠償 に 加え 
て , 謝罪 文 を 被告 が 管理 する サイ ト 上 で 掲載 する こと が 必要 と まで いえ る 事 
情 は 認め られ な いか ら , 原告 ら の 謝罪 広告 の 掲載 を 求め る 請求 は , 理由 が な 


削除 請求 に つい て 
本 件 各 名 準 衰 損 表現 に つい て は 名 人 誉 股 損 が 成立 し , これ を 不 特定 多数 人 が 関 
監 す る こと が 可能 な イン ター ネッ ト 上 で 放置 すれ ば , 原告 ら に 将来 的 に も 損 
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害 が 生ずる も の と 認め る の が 相当 で ある か ら , 現に 行わ も て いる 侵 審 行為 を 
排除 し , 又は 将来 生 ず べ き 侵 害 を 予防 する た め に , 名 准 避 損 成立 部 分 で ある 
本 件 各 名 巻 損 表現 に つい て 削除 請求 を 認め る も の と する 。 
第 4 結論 
よっ て , 原告 ら の 請求 の うち 損害 賠償 請求 は 前 記 3(1) の 限度 で , 削除 請求 は 
前 記 4 の 限度 で 理由 が あり , その 余 は 理由 が な いか ら こ れ ら を 乗 却 す る こと 
と し て , 主文 の と お り 判 決する 。 


東京 地方 裁判 所 民事 第 1 7 部 


裁判 長 裁判 官 戸 田 久 
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